
徳
島
県
規
則
第
三
十
六
号

徳
島
県
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

徳
島
県
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
会
計
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
徳
島
県
規
則
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
五
項
中
「
納
付
期
限
」
を
「
納
期
限
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
三
第
一
項
中
「
様
式
第
十
四
号
の
三
）
」
の
下
に
「
（
以
下
「
口
座
振
替
納
付
依
頼
書
等

」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
歳
入
徴
収
権
者
が
適
当
と
認
め
る
と
き
は
、
口
座
振
替
納
付
依
頼
書
等
の
提
出
に
代
え
て

、
口
座
振
替
の
方
法
に
よ
る
納
付
に
関
し
必
要
な
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁

気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ

て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
、
電
子
情
報

処
理
組
織
を
使
用
し
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
八
条
の
三
第
二
項
中
「
を
提
出
し
た
」
を
「
（
こ
れ
に
代
わ
る
電
磁
的
記
録
を
提
出
し
た
場
合
に

お
い
て
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
）
を
提
出
し
た
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
四
の
見
出
し
中
「
歳
入
」
を
「
歳
入
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

歳
入
徴
収
権
者
は
、
指
定
納
付
受
託
者
に
歳
入
等
（
法
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
二
に
規
定
す
る
歳

入
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
納
付
に
関
す
る
事
務
を
行
わ
せ
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
契
約
を
締
結
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
八
条
の
四
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
歳
入
」
を
「
歳
入
等
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
を
削
り
、
第
十
八
条
の
四
を
第
十
九
条
と
し
、
第
十
八
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る

。
（
指
定
納
付
受
託
者
の
指
定
）

第
十
八
条
の
四

知
事
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。

）
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
納
付
受
託
者
（
以
下
「
指
定
納
付
受
託
者
」

と
い
う
。
）
を
指
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
か
ら
の
申

出
書
そ
の
他
必
要
な
書
類
を
も
つ
て
、
会
計
管
理
者
に
合
議
す
る
も
の
と
す
る
。

２

知
事
は
、
指
定
納
付
受
託
者
を
指
定
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
指
定
に
関
す
る
書
類
の
写
し

を
会
計
管
理
者
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
条
の
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
指
定
公
金
事
務
取
扱
者
の
指
定
）

第
二
十
条
の
五

知
事
は
、
法
第
二
百
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
か
ら
の
申
出
書
そ
の
他
必
要
な
書
類
を
も
つ
て
、

会
計
管
理
者
に
合
議
す
る
も
の
と
す
る
。

２

知
事
は
、
法
第
二
百
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当

該
指
定
に
関
す
る
書
類
の
写
し
を
会
計
管
理
者
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
一
条
の
見
出
し
中
「
歳
入
」
を
「
公
金
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
歳
入
の
徴
収
」
を
「
法

第
二
百
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
金
の
徴
収
」
に
改
め
、
「
私
人
に
」
を
削
り
、
同
項
第



三
号
及
び
第
四
号
中
「
徴
収
又
は
収
納
し
た
歳
入
」
を
「
徴
収
し
、
又
は
収
納
し
た
公
金
」
に
改
め
、
同

条
第
三
項
中
「
歳
入
」
を
「
公
金
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

法
第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
収
納
に
関
す
る
事
務
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き

る
歳
入
等
と
し
て
知
事
が
定
め
る
も
の
は
、
同
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
一
条
の
二
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
歳
入
」
を
「
公
金
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。

３

法
第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
五
第
二
項
に
規
定
す
る
知
事
が
定
め
る
方
法
は
、
適
法
な
支
払
請
求
書

そ
の
他
の
書
面
に
よ
る
請
求
と
す
る
。

第
二
十
一
条
の
四
及
び
第
二
十
一
条
の
五
を
削
る
。

第
二
十
六
条
第
二
項
中
「
こ
の
限
り
で
は
な
い
」
を
「
こ
の
限
り
で
な
い
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
を

次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

徳
島
県
用
度
・
給
与
集
中
管
理
特
別
会
計
へ
の
支
払
金

第
二
十
六
条
第
二
項
第
四
号
中
「
補
助
金
」
を
「
補
助
金
等
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
二
第
一
号
中
「
地
方
自
治
法
」
及
び
「
同
法
」
を
「
法
」
に
、
「
期
末
手
当
並
び
に
」

を
「
手
当
並
び
に
」
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
公
金
の
支
出
の
事
務
の
委
託
）

第
四
十
三
条

支
出
負
担
行
為
権
者
は
、
法
第
二
百
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
金
の
支
出

の
事
務
を
委
託
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
委
託
契
約
書
を
作
成
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

委
託
す
る
事
務
の
範
囲

二

委
託
期
間

三

委
託
料
の
額
及
び
支
払
方
法

四

賠
償
責
任

五

そ
の
他
委
託
事
務
の
執
行
に
関
し
必
要
な
事
項

２

支
出
負
担
行
為
権
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
委
託
契
約
書
を
作
成
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当

該
契
約
書
の
写
し
を
会
計
管
理
者
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

受
託
者
は
、
そ
の
委
託
さ
れ
た
支
払
事
務
を
完
了
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
精
算
書
に
よ
り
支
出

命
令
権
者
を
経
て
出
納
機
関
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
一
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、
総
括
店
、
所
管
店
、
代
理
総
括
店
又
は
代
理
所
管
店
が

そ
の
所
管
す
る
公
金
に
係
る
事
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
当
該
店
舗
以
外
の
店
舗
が
当
該

事
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
十
六
条
中
「
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

第
六
十
六
条
の
四
第
一
項
中
「
の
提
出
」
を
「
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
電
磁
的
記
録
の
提
出
」
に
改
め
る

。
別
表
第
七
の
一
の
表
指
定
納
付
受
託
者
の
指
定
の
項
を
削
る
。

様
式
第
十
号
そ
の
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第１０号 納入通知書 その１ 納入通知書（納付書）（第１６条関係）

77
徳島県原符兼徳島県収納済通知書
払込金受領証

徳島県納入通知書兼領収証書

（徳島県納付書兼領収証書）

加入 口座記
金額

加入 会計 会 科

者名 号番号 者名 年度 計 目

収納機 納付 確認 口座記
納付番号

関番号 番号 番号 号番号

納付
納期限

納付 納付
金額 納期限 年 月 日

区分 年 月 日 目的 番号

金額

33

納入者

氏名 様
納入者

発行

機関 様

納期限 発行機関
年 月 日

領収日付印

納入者 納付
納付目的

氏名 目的

様

領収日付印 領収日付印

発行機関 上記の金額を納付してください。

Ｃ 年 月 日

Ｖ

Ｓ

収 徳島県知事 印

納

用 （ 廨 長）
か い



様
式
第
十
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第１４号 払込書（第１８条関係）

77 徳島県原符兼

徳島県収納済通知書 払込金受領証 徳島県領収証書

収納通知書・払込書

加入
金額

加入

者名 者名

収納機 納付 確認
納付番号

関番号 番号 番号

納付 納付 納付
金額

区分 目的 番号

金額

33

納入者

氏名 様
納入者

発行

機関 様

発行機関

領収日付印

納入者 納付
納付目的

氏名 目的

様

領収日付印 領収日付印

発行機関 上記のとおり 上記の金額を領収しました。

払い込みます。

Ｃ 年 月 日

Ｖ

Ｓ 出 納 機 関

収 収入分任出納員

納 氏 名

用



様
式
第
四
十
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第４２号 返納通知書（第４５条関係）

77
徳島県原符兼徳島県収納済通知書
払込金受領証

徳島県返納通知書兼領収証書

加入 口座記
金額

加入 会計 会 科

者名 号番号 者名 年度 計 目

収納機 納付 確認 口座記
納付番号

関番号 番号 番号 号番号

納付
納期限

納付 納付
金額 納期限 年 月 日

区分 年 月 日 目的 番号

金額

33

納入者

氏名 様
納入者

発行

機関 様

納期限 発行機関
年 月 日

領収日付印

納入者 納付
納付目的

氏名 目的

様

領収日付印 領収日付印

発行機関 上記の金額を返納してください。

Ｃ 年 月 日

Ｖ

Ｓ

収 徳島県知事 印

納

用 （ 廨 長）
か い



様
式
第
四
十
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第４８号 歳入歳出外現金払込書（第５３条関係）

77 徳島県原符兼

徳島県収納済通知書 払込金受領証 徳島県領収証書

収納通知書・歳入歳出外現金払込書

加入
金額

加入

者名 者名

収納機 納付 確認
納付番号

関番号 番号 番号

納付 納付 納付
金額

区分 目的 番号

金額

33

納入者

氏名 様
納入者

発行

機関 様

発行機関

領収日付印

納入者 納付
納付目的

氏名 目的

様

領収日付印 領収日付印

発行機関 上記のとおり 上記の金額を領収しました。

払い込みます。

Ｃ 年 月 日

Ｖ

Ｓ 出 納 機 関

収 収入分任出納員

納 氏 名

用



附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
の
前
日
に
お
い
て
地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和

六
年
政
令
第
十
二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令

第
十
六
号
。
以
下
「
旧
地
方
自
治
法
施
行
令
」
と
い
う
。
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
、
第
百
五
十
八
条

の
二
第
一
項
又
は
第
百
六
十
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
現
に
公
金
の
徴
収
若
し
く
は
収
納
又
は

支
出
に
関
す
る
事
務
を
行
わ
せ
て
い
る
者
（
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律

第
十
九
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
三
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
者
（
以
下
「
新
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
指
定
を
受
け
た
者

」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
に
関
す
る
事
務
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

前
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
旧
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
五

十
八
条
第
一
項
、
第
百
五
十
八
条
の
二
第
一
項
又
は
第
百
六
十
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
金

の
徴
収
若
し
く
は
収
納
又
は
支
出
に
関
す
る
事
務
を
行
わ
せ
て
い
た
者
（
新
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
指

定
を
受
け
た
者
を
除
く
。
）
に
対
す
る
検
査
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。


